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災
害
に
対
す
る
準
備
不
足
を
痛

感
し
た
青
木
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、

沼
津
市
で
起
こ
り
得
る
災
害
と
、

家
庭
で
で
き
る
備
え
に
つ
い
て
の

話
を
聞
く
た
め
、
市
役
所
５
階
の

危
機
管
理
課
を
訪
ね
ま
し
た
。

　
危
機
管
理
課
は
、
市
内
の
防
災

に
関
す
る
業
務
な
ど
を
行
う
部
署

で
、
他
の
部
署
と
異
な
り
「
産
業

振
興
部
」
や「
市
民
福
祉
部
」な
ど

の
上
位
組
織
に
属
し
て
い
な
い
特

異
な
部
署
と
言
え
ま
す
。
市
民
の

皆
さ
ん
の
生
命
や
財
産
、
暮
ら
し
を
脅
か
す

様
々
な
危
機
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
沼
津
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
た
自
然

災
害
等
へ
の
対
処
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
沼

津
市
国
民
保
護
計
画
に
基
づ
い
た
武
力
攻
撃

や
テ
ロ
な
ど
が
起
き
た
場
合
の
対
策
、
駿
東

伊
豆
消
防
本
部
と
連
携
し
消
防
団
に
関
す
る

業
務
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

沼
津
っ
て
災
害
が
発
生
し
や
す
い
の
？

そ
も
そ
も
日
本
は
、
位
置
や
地
形
、
地
質
、

気
象
な
ど
の
条
件
か
ら
災
害
が
発
生
し
や
す

い
国
土
と
な
っ
て
い
ま
す
。
沼
津
市
は
、
海

や
山
に
囲
ま
れ
、
さ
ら
に
は
大
小
様
々
な
河

川
が
流
れ
て
お
り
、
大
雨
に
よ
る
洪
水
や
土

砂
崩
れ
、
高
潮
な
ど
様
々
な
災
害
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
巨
大
地
震
や
津
波
の
発
生

も
想
定
さ
れ
て
お
り
、
災
害
を
自
分
ご
と
と

し
て
捉
え
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

危機管理課には同報無線室があり、緊急の場合には市内全域に
情報を発信することもできます。

こ
の
前
も﹁
沼
津
市
内
で
床
上
浸
水
﹂っ
て

ニ
ュ
ー
ス
で
見
ま
し
た
が
︑
洪
水
に
は
ど
う

備
え
た
ら
い
い
ん
で
す
か
？

自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
が
危
険
な
の
か

「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
確
認
す
る
の
が

第
一
歩
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
状
況
に
な
っ
た

ら
避
難
す
る
の
か
、
自
分
や
家
族
の
風
水
害

時
の
避
難
行
動
計
画
と
な
る
「
マ
イ
・
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
」
を
作
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

地
震
も
怖
い
ん
だ
け
ど
︑
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
な
？

２
０
１
６
年
に
最
大
震
度
７
を
記
録
し
た

熊
本
地
震
で
は
、
建
物
の
倒
壊
や
家
具
の
転

倒
に
よ
っ
て
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
と

い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。
揺
れ
に
備
え
て
、

建
物
の
耐
震
化
や
家
具
の
固
定
、
落
下
し
そ

う
な
も
の
の
確
認
な
ど
が
必
要
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
︒
備
え
る
っ

て
大
事
な
ん
で
す
ね
︒

そ
の
と
お
り
で
す
。
市
内
で
も
海
抜
が
低

い
場
所
や
山
に
近
い
と
こ
ろ
な
ど
住
ん
で
い

る
地
域
に
よ
っ
て
災
害
の
リ
ス
ク
は
様
々
で

す
。
災
害
へ
の
備
え
は
、
皆
さ
ん
自
身
で
情

報
を
取
得
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
危

機
管
理
課
で
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
防
災

ア
プ
リ
で
情
報
発
信
を
し
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
る
っ
て
何
を
し
た

ら
い
い
ん
で
す
か
？

ま
ず
は
非
常
時
の
持
ち
出
し
品
や
備
蓄
品

の
準
備
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。
小
さ
な
子
供

が
い
る
場
合
や
、
要
介
護
者
が
い
る
家
庭
な

ど
、
事
情
に
合
わ
せ
て
用
意
す
る
も
の
が
変

わ
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災
グ
ッ
ズ
を
準
備
す

る
こ
と
は
、
意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け
に
な

り
ま
す
の
で
、
で
き
れ
ば
家
族
み
ん
な
で
や

っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

危機管理という特異な業務

学校でも
習ったような
気がする
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つくってみよう！風水害時の計画的な避難行動計画「マイ・タイムライン」

非常時の持ち出し品・備蓄品リスト

　「マイ・タイムライン」とは、これから起こるかもしれない風水害に対し、一人ひとりの家族構成や地域の状況
に合わせて、あらかじめ時系列で整理した自分自身の避難行動計画のことです。手引きを参考に、身の回りを確
認して、自分のため、家族のためのマイ・タイムラインを作りましょう。

非常時の持ち出し品
貴重品 食料など 衛生用品 情報収集用品 便利品など その他

□現金 □飲料水 □マスク □携帯ラジオ □懐中電灯 □�紙おむつ（幼児
用、高齢者用）□車や家の鍵 □保存食・非常食 □救急セット □携帯電話 □乾電池

□印鑑 □常備薬・持病薬 □筆記用具、ノート □笛やブザー □生理用品
□健康保険証 □タオル □�緊急時の家族、

親戚、知人の
連絡先

□アルミ製保温シート □粉ミルク・哺乳瓶

□預貯金通帳 □�トイレット
ペーパー □使い捨てカイロ □ペット用品

□身分証明証 □着替え □雨具 □�その他自分の
生活に欠かせ
ないもの□家族写真 □軍手や手袋

□母子手帳 □マッチやライター
□簡易トイレ

ＳＴＥＰ　０ ～まずは準備から～

～自分の住んでいる場所をよく知ろう！～

～避難に必要なモノをゲットしよう～

～避難するタイミングを決めよう！～

～大切なのはアウトプット！～

ＳＴＥＰ　1

ＳＴＥＰ　２

ＳＴＥＰ　３

ＳＴＥＰ　４

　市ホームページにある「みんなでつくるマ
イ・タイムライン作成の手引き」をチェック
しましょう！

　避難を判断するために、避難情報等が発令されます。
避難に時間がかかる人は【警戒レベル３】、それ以外の人
も【警戒レベル４】までに避難しましょう。

　「マイ・タイムライン作成地区別ガイドラ
イン」をもとに、自身が住んでいる地区の情
報を知りましょう。ハザードマップにも重要
な情報がたくさん載っていますので、改めて
確認しましょう。

　実際に洪水や土砂災害の危険から身を守るために避難
が必要になることもあります。いざという時、冷静に行
動できるよう、日ごろから避難に必要なものを準備しま
しょう。
　準備の際は下記の非常時の持ち出し品・備蓄品リスト
を参照し、家族構成等の事情に合わせて必要に応じて買
い足すことも検討してください。

　「マイ・タイムライン」を作成するために、市では４つ
のワークシートを準備しています。順番にワークシート
を記入し、マイ・タイムラインを
作成していきましょう。みんなで
話し合いながら作っていくと
より効果的です。

を記入し、マイ・タイムラインを
作成していきましょう。みんなで

非常時用の備蓄品（最低でも３日間、できれば１週間分の備蓄を心がけましょう）
食料・飲料水 生活用品 その他

□飲料水（1人1日3リットル） □カセットコンロ □寝袋 □ビニールシート □ガムテープ
□缶詰やレトルト食品 □皿・コップ □簡易トイレ □アルミ製保温シート □ろうそく
□栄養補助食品 □毛布 □洗面用具 □新聞紙
□インスタント食品 □トイレットペーパー □固形燃料 □ロープ
□菓子類 □使い捨てカイロ □ラップ・アルミ箔 □マッチやライター

□ガスボンベ □バケツ □ランタン
□割り箸・スプーン □ポリタンク

警戒
レベル 避難情報等 とるべき行動

5 緊急安全確保 命の危険　直ちに安全確保！
4 避難指示 危険な場所から全員退避

3 高齢者等避難 危険な場所から高齢者等は避難
高齢者等以外も自主的に避難を

2 注意報 自らの避難方法の確認
1 早期注意情報 災害への心構えを高める

高
い
　
↑
　
危
険
度
　
↓
　
低
い

　持ち出し品はリュックにまとめて
おくと便利。すぐ取り出せる場所に
置いておきましょう。季節に応じて
中身を整えることも大切です！

　「マイ・タイムライン」とは、これから起こるかもしれない風水害に対し、一人ひとりの家族構成や地域の状況

マイ・タイムライン
はこちらから


